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★★中間テストまであと 13日! 計画的な学習を～!!★★ 
今週の２５日（木）で、前期中間テストまでちょうど２週間と

なりました。学年全体でテストに向かう姿勢をしっかり整えてほ

しいという思いから、６校時の学活の時間に３クラスで小体育館

に集まってもらい、ガイダンスを行いました。新海先生からは、 

❶ 中間テストに向けての心構え 

❷ 計画表を立てるにあたって  を中心にお話がありました。 

 

範囲表が配られると、「まだワークに手が付けられていない。

やばい・・・。」と頭を抱えている生徒、「今度こそ頑張らないと！」「去年よりだいぶ順

調だ～！」「目標点は、合計で●●●点目指します！」とやる気に満ち溢れている生徒、先

生に堂々と宣言をしている生徒などいろいろな反応がありました。少しでも自分自身が納

得のいく結果になることを期待しています！ 

  

２週間前からの学習計画を立てるにあたって、心がけたいポイントを個人で考えてもらい、

その後はグループで共有しました。発表してくれたみなさん、ありがとうございました。

ぜひ、いいなと思ったポイントは、自分で計画を立てる際にすすんで取り込んでください！

保護者の方もぜひ、ご家庭でのあたたかい声掛け、サポートよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渋谷区立上原中学校 

令和５年５月２６日（金） 

No.７ 

・まずは、用事等で学習ができない時間をチェック！ 

・それぞれの教科をバランスよくする。（苦手な教科は多めに） 

・優先順位を考える。 

・勉強時間のみではなく、内容を大切にする。 

・無理のない計画を！つめこみすぎないで！ 

・だらだら長くやればいいものではなく、なるべく短い時間で中身を濃く！ 

・夜更かしするような計画にしない。 

・計画はくずれるもの。ただ、その後、変わった部分をどの時間でカバーするかが大事。 

・空き時間を上手に作ること。 

・自分の集中力をふまえて立てる。 

・暗記するものを毎日少し入れる。 

・自分ができるくらいの量を１日でやる。（多くしすぎない） 
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第２学年 学年便り 



★★道徳授業～歩調を合わせて～★★ 

先週の道徳は、「自分と他者のものの見方や考え方」について考えまし

た。これから体育祭に向けての練習も本格的に始まっていきます。クラス

全体で充実した練習を進めていくために、自分の考えや意見を伝えるとと

もに、仲間のアドバイスに謙虚に耳を傾ける姿勢も大切にしたいですね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★5/29（月）～6/2（金）の時間割★★ 
 ２９（月） ３０（火） ３１（水） ６/１（木） ２（金） ３（土） 
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備考   職員会議 テスト１週間前 
眼科検診 

  

 

・一人一人違う意見をもつことは当たり前。だけど、そこから互いに認め合えるかが大切なんだな
と感じた。 
・班の人の意見が大体同じで、驚いた。２人の思いがぶつかることで、お互いの良さを知ることが
できた。 
・ＳＤＧsにもあるように、多様性を認め合うことが大事だと学べた。 
・相手にどんな良い面があるのかを色々な観点から見て、ポジティブにとらえることが大切。 

遠足の最中、藤野君は班行動を守り、きまりを尊重しようと周囲に気をつかう。
一方、吉川君は自分の得意な面を発揮して植物の説明に気をつかう。お互いに友
達のことを思って気をつかうことは同じでも、藤野君には几帳面で大筋を変えな
い一貫性があり、吉川君には趣味を生かした心のゆとりと人を喜ばせる性質があ
る。この互いに異なる考え方・個性が衝突を生むことになるが・・・ 
衝突を切り抜けるために班長の坂巻君が言った言葉が、 

「みんな違って、みんないい。」 
という担任の先生が帰りの学活で読んだ金子みすゞの詩の一節だった 

『遠足で学んだこと』 


